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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

２０１１年４月５日付け「平成２３年２月期 決算短信」にて公表いたしました２０１２年２月期

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．２０１２年２月期通期非連結業績予想数値の修正（2011 年 2 月 21 日~2012 年 2 月 20 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 （A） 106,000 2,400 2,500 400 11 54

今回修正予想 （B） 105,500 2,100 2,500 180 5 19

増  減  額 （B-A） △500 △300 0 △220 －

増 減 率 （％） △0.5% △12.5% 0.0% △55.0% －

(ご参考)  前期実績 

2011 年 2 月期 

※(101,209) 

120,272 
2,183 2,244 1,159 33 99

   注：※は、参考値としてスーパーマーケット事業の譲渡に伴う影響を除いたドラッグストア事

業（その他営業収益を含む）の前期売上高１０１２億９百万円を記載してあります。 
 
２．修正の理由 

通期予想における売上高、経常利益につきましては、成長戦略に重点をおいた中期３ヵ年経営

計画の初年度として、既存エリアの収益力強化と成長へ向けた新規エリア、新業態店舗の展開

等の取組を本格化させた結果、概ね当初予想の数値を確保できる見通しとなりました。 
しかしながら、当期純利益は、２０１４年２月期以降に適用される法定実効税率の変更に伴う繰

延税金資産の取り崩しや資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を特別損失に計上したこと等

により、当初予想よりも法人税等合計額が増加することとなったため、前回発表の数値を下回る見

通しとなりました。 
なお、配当につきましては、当初予想どおり期末配当４円を定時株主総会に上程する予定であり、

当初年間配当予想８円（実施済みの第２四半期末４円と期末４円）に変更はありません。 
以 上 


